
（事業報告書様式1）

公園施設名：都田公園　庭球場

その他施設
（ｼｬﾜｰ・ﾛｯｶｰ）

4月 174,900 0 174,900 0 174,900

5月 0 0 0 0 0

6月 1,156,650 8,800 1,165,450 0 1,165,450

7月 993,850 2,200 996,050 0 996,050

8月 1,255,100 17,600 1,272,700 400 1,273,100

9月 991,100 8,800 999,900 0 999,900

10月 914,100 6,600 920,700 0 920,700

11月 1,084,600 11,000 1,095,600 0 1,095,600

12月 995,500 17,600 1,013,100 0 1,013,100

1月 964,150 8,800 972,950 0 972,950

2月 1,089,000 4,400 1,093,400 0 1,093,400

3月 1,035,100 8,800 1,043,900 0 1,043,900

計 10,654,050 94,600 10,748,650 400 10,749,050

公園施設名：都田公園　運動広場

その他施設
（ｼｬﾜｰ・ﾛｯｶｰ）

4月 2,600 0 2,600 ― 2,600

5月 0 0 0 ― 0

6月 70,200 0 70,200 ― 70,200

7月 63,700 0 63,700 ― 63,700

8月 133,900 15,600 149,500 ― 149,500

9月 66,300 2,600 68,900 ― 68,900

10月 68,900 0 68,900 ― 68,900

11月 104,000 2,600 106,600 ― 106,600

12月 84,500 0 84,500 ― 84,500

1月 85,800 0 85,800 ― 85,800

2月 102,700 10,400 113,100 ― 113,100

3月 46,800 0 46,800 ― 46,800

計 829,400 31,200 860,600 ― 860,600

11,609,650

利用料金合計

令和2年度利用料金収入実績

月 施設使用料 ｷｬﾝｾﾙ料金 小計 利用料金合計

利用料金収入計

月別 施設使用料 ｷｬﾝｾﾙ料金 小計
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（事業報告書様式2)

月別 利用回数 稼働率 月別 利用回数 稼働率

4月 80 100% 4月 1 8%

5月 0 0% 5月 0 0%

6月 537 97% 6月 27 28%

7月 503 93% 7月 25 32%

8月 605 93% 8月 52 44%

9月 485 94% 9月 26 30%

10月 443 94% 10月 30 36%

11月 516 94% 11月 46 47%

12月 473 91% 12月 37 38%

1月 462 96% 1月 34 38%

2月 512 99% 2月 46 46%

3月 478 99% 3月 18 47%

計 5,094 95% 計 342 38%

令和2年度公園施設及び有料施設利用回数・稼働率

公園施設名：都田公園　運動広場　公園施設名：都田公園　庭球場
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（事業報告書様式3）

令和2年度公園利用状況
施設：都田公園　

公園全体の利用人数
備考月別

有料施設含む

1,094
446
4,378

4月

（有料施設内訳）

380 16
0 0

2,563 506
5月

1,100

10月 30

7月 25
8月 52 0 52
9月

0
26

27

計測方法

年間
合計

342 0 342

0 34
2月 46 0 46

受付時に
確認

1

27

0 46
12月 37 0 37

0
30

0 25

3月

12月
1月 462

10月
11月

8月
9月

0 462

受付時に
確認

80

516 0 516
473 0 473

0 0
537 0 537
503 0

18

1月 34

11月 46

0

1
0 0

26

5月 0
6月

18

485 0
605 0 605

12月
11月

合計

施設：都田公園　運動広場

月別
利用件数

市内

3月

4,501
5,551

1,091

932
593
697

市外 合計

年間
合計

5,094 0 5,094

2月
3月

0 80

0 443

512 0 512
478 0 478

485
443

503

0

2,462

7月

4月
5月
6月

月別

2月

0

施設：都田公園　庭球場

計測方法
利用件数

市内 市外

427

25,562 8,343

5,950
4,372

50,438

4月 0

年間合計

973

庭球場 運動広場

2,650
2,107
2,494

2,673

9月

7月

2,272

5,382
4,170
5,538
4,967
4,089 2,359

2,742
2,860

1,309
1月

10月

8月

6月
699
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（事業報告書様式4）

132,000 

通年

・

B

B
京浜警備保障㈱

京浜警備保障㈱

㈱ｴﾑﾃｯｸ・ﾒﾃﾞｨｱ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ

※評価について ： S（極めて優秀）、A（優秀）、B（普通）、C（不良）

4月1日～
3月31日

放送設備点検

夜間警備 ・
夜間の緊急時対応
（職員常駐時間外）

￥ 19,800 

機械警備作動時対応他

74,580 

4月1日～
3月31日

4月1日～
3月31日

京浜警備保障㈱

・ ー

ー

ー

業務の第三者委託実績
施設：都田公園

対応状況評価実施年月日業務 再委託先及び金額内容 年回数

ー

管理棟機械警
備

・

3月20日1回放送設備の点検清掃
￥ 49,500 

AED設置

B

B

AED設置及び消耗品交換
￥

通年

通年
￥
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（事業報告書様式5）

※ 調査費や打合せ等にかかった費用及び労務費は含まれていません

R2.8.18

R2.9.24

令和2年度修繕実績

委託業者名または
直営かの記載

対応状況金額修繕年月日 修繕箇所

施設：都田公園

R2.5.18 運動広場ﾊﾞｯｸﾈｯﾄ等ﾜｲﾔｰ

ﾄｲﾚ前U字溝R2.6.22

部品交換他修繕対応㈱鋼建

R2.9.24

修繕対応直営101,250 ￥ﾃﾆｽｺｰﾄ用　整備ﾌﾞﾗｼ

修繕対応直営19,440 ￥ﾃﾆｽｺｰﾄ用　ﾈｯﾄﾛｰﾌﾟ

修繕対応

部品交換

部品交換

修繕対応

￥ 193,050 

修繕対応直営18,225 ￥

㈲戸塚農機

㈱ｴﾑﾃｯｸ・ﾒﾃﾞｨｱ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ

直営

6,102 直営

修繕対応

部品交換他修繕対応㈲戸塚農機21,735 ￥

修繕対応

乗用草刈機　ﾊﾞﾛﾈｽGM100A

R3.3.31 乗用草刈機　ﾊﾞﾛﾈｽGM100A ￥ 1,120,500 

R2.10.14 運動広場　ﾜｲﾄﾞﾎｰﾝｽﾋﾟｰｶｰ ￥ 97,200 

R2.12.25 多目的運動広場　防球ﾌｪﾝｽﾜｲﾔｰ ￥ 2,873 

R3.3.31 ｼｭﾚｯﾀﾞｰ（Ⅱ類） ￥

R3.2.2 駐車場ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 ￥ - 横浜市水道局

R3.1.12 駐車場ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ ￥ - ㈱山貴建設
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（事業報告書様式6）

令和2年度増減備品一覧
施設：都田公園

品名 形状・その他 単価（円）
購入 破棄

増減数 増減理由
数量 年月日 数量 年月日

4

経年劣化したものを
破棄し、在庫品含め
て新規購入を行っ
た。

ﾃﾆｽｺｰﾄ用
整備ﾌﾞﾗｼ
（Ⅱ類）

EKU303 ￥ 13,750 6 R2.9.24 2 R2.9.24

ｼｭﾚｯﾀﾞｰ
（Ⅱ類）

bonsaii 3D14 ￥ 4,972 1 R3.3.31 - - 1
備品の破棄に伴い、
同等品を購入。

乗用草刈
機
（Ⅰ類）

ﾊﾞﾛﾈｽ
GM100A

￥ - - - 1 R3.3.31 -1 経年劣化により破棄。

乗用草刈
機
（Ⅰ類）

ｸﾎﾞﾀ
T1880-J2

￥ 880,000 1 R3.3.31 - - 1
備品の破棄に伴い、
同等品を購入。

ｼｭﾚｯﾀﾞｰ
（Ⅱ類）

A17M ￥ - - - 1 R3.3.31 -1 経年劣化により破棄。
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（事業報告書様式7）

1 R2.12.17
利用者の車が駐車場ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙに衝突し、ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙが破
損した。

安全処置の後、破損したｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙの交換
を行った。

内容及び苦情者

R2.12.7
冬は暗くなるのが早いので、夕方は使
用時間を短くして1時間分の料金にす
るべきと苦情。

事故対応
施設：都田公園

年月日 内容及び被害 対応結果

苦情対応報告

対応結果

現状利用枠や利用料金の変更はしないこ
とと、1時間だけ利用する方法についてご
説明した。

庭球場利用者

施設：都田公園

年月日

1
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（事業報告書様式8）

施設：都田公園

① 自主事業を含めた提案事業の方向性と狙いのまとめ
　事業の提案、実施に際しては、
■公平・公正に利用者の声を把握して管理運営に反映すること。
■誰もが安心して安全、快適に利用できる環境とﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを提供すること。
　以上の2点を軸にしながら、利用者ｻｰﾋﾞｽの向上と利用促進についての事業を検討しました。

② 市民ｻｰﾋﾞｽ向上取り組みの考え方

③ 利用促進の取り組み、利用者支援等の取り組みについて

④ 指定管理者が課題に感じている公園運営改善策

■ 利用者層の薄さ

■ 借資源の難しさ

■ 植栽帯の枯損などによる抜け

市民ｻｰﾋﾞｽの向上や公園の魅力向上・利用促進

　都田公園での管理を通じて、課題に感じたことには以下のことが挙げられます。次年度はそれぞれの事
柄を解決するための取組を行っていきます。

　これまでに培った経験から、公園の実際の特性やﾆｰｽﾞを分析し、もともと公園が持っている「個性（魅
力）」をさらに引き出す為に、当団体が公園管理運営をしていく上での指針として、ﾃｰﾏを設定しました。
「個性」を伸ばすことで、より利用者の皆様のﾆｰｽﾞに応えるとともに、さらに親近感や興味を持っていただく
ことができると考えました。
　都田公園は、ｲﾍﾞﾝﾄを開催するにも資源が少なく、利用者もｽﾎﾟｰﾂ施設利用者が大半を占めるため、ｽ
ﾎﾟｰﾂ施設を利用する企画は成立しますが、それ以外の環境や自然を感じてもらうｲﾍﾞﾝﾄは成立しにくい
か、極端に小規模になってしまうのが現状です。しかし、公園の周囲の環境は緑が多く、都筑区でも「緑と
水の散歩道」に指定されているほどです。そこで、そういった立地条件を利用して一緒に魅力を高めてい
こうという思いから「小資源　・　借資源」というﾃｰﾏとしました。

　有料施設でｻｯｶｰ教室およびﾃﾆｽ教室の開催や庭球場の早朝利用枠の開放を行うことで、施設の稼
働率の増加や安定化に取り組みました。また、有料施設の予約者以外の利用者の誘致として、月に1度
運動広場の無料開放の実施、区内で活動しているﾌﾞｯｸｶﾌｪの誘致・開催協力を行うことで、利用者層の
拡大に努めました。その他にも自然観察会、寄せ植え教室など、様々な世代を対象とした取り組みを行
い、公園利用の促進に努めました。
　利用者支援としては、ｽﾎﾟｰﾂ施設の利用者が多いことから、夏季の熱中症対策としてﾐｽﾄｼｬﾜｰの設置
を行ったほか、災害時に飲料を提供できる災害ﾍﾞﾝﾀﾞｰ機能搭載の自動販売機の設置や、公園ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ
の整備など、公園機能の充実にも努めました。

　園内のﾂﾂｼﾞなどの中低木の植栽帯には、様々な理由で枯れ、不自然な隙間ができてしまっている
箇所があります。今年度は横浜市の事業の一環で行われた苗木の配布事業からﾂﾂｼﾞの苗木を譲り
受け植栽帯へ捕植したほか、昨年度から引き続き園内の中低木を使った挿し木での捕植用の苗を育
成しました。今後も取組を続け、植栽帯の復活を行っていきます。

　都田公園は面積の多くを駐車場や有料施設が占めており、公園利用者は有料施設の利用者がほと
んどとなっています。そのため、児童など現状利用が少ない利用者層が公園に訪れるきっかけとなる
ように運動広場の一般開放を行い、定期的に遊び場として利用できる機会を作りました。次年度は開
放する時間帯を児童が利用しやすい時間帯に調整したり、広報に力を入れるなどして、参加人数の増
加に努めていきます。

公園のﾃｰﾏとして、近隣から資源を借りて公園や近隣を活性化させるということを設定しており、物品の
販売や近隣施設との協働などを検討してきました。検討した内容を横浜市と調整していく中で、横浜
市の公園としての考え方などを踏まえると、実現が難しい部分が多くあることがわかってきました。一部
の取組については実現可能なものもあるため、次年度は可能な取組を実現させるとともに、新しい取
組を検討し、準備ができたものがあれば順次実現させていきます。
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（事業報告書様式9）

収支決算書（指定管理料のみ） （単位：千円）
当初予算額 補正額 予算現額 差引

(A) (B) (C=A+B) (C-D)

12,747 891 13,638 13,638 0
補正額は熱中症キャンセル
料補填、備品購入費として

12,000 0 12,000 10,893 1,107

1,089 0 1,089 756 333

1,939 1,939 1,939 0
休館期間等における新型コロナウイ
ルス感染症の影響を踏まえた横浜市
による運営支援

0 0 114 -114

0 0 0 0

25,836 2,830 28,666 27,340 1,326

当初予算額 補正額 予算現額 差引

(A) (B) (C=A+B) (C-D)

20,490 0 20,490 21,234 -744

20,090 20,090 20,781 -691

0

400 400 453 -53

0

0

0

887 0 887 1,984 -1,097

0 2 -2

170 170 114 56

0 10 -10

80 80 1 79

207 0 207 187 20

134 134 113 21

73 73 74 -1

0 880 -880

0

50 50 49 1

0 10 -10

5 5 4 1

375 375 726 -351 AED設置委託 75

1

0

260 260 250 10

21,637 21,637 43,274 23,468 19,806

1,870 0 1,870 2,054 -184

970 970 1,075 -105

160 160 42 118

390 390 494 -104

350 350 443 -93

360 360 378 -18

1,018 1,018 218 800

151 151 132 19 機械警備委託 132

392 0 392 355 37

0

0 0 0

0 0 0

0

392 392 355 37 夜間警備委託20、放送点検委託 5

0

0 0 0 0

0

0

0

0 0 0

0 0 261 -261

0 20 -20

0 241 -241

390 390 1,832 -1,442 通信費、交際費ほか

25,818 25,818 28,698 -2,880

18 2,830 2,848 -1,358 4,206

10,280 0 10,280 9,390 890 駐車場収入、自動販売機収入

8,970 0 8,970 10,145 -1,175 駐車場支出、自動販売機支出

1,310 0 1,310 -755 2,065

差引

設置管理許可収入合計

共益費（合築等の場合）

公租公課

公租公課（事業所税）

公租公課（消費税）

公租公課（印紙税）

その他公租公課

清掃費

修繕費

機械警備費

施設保全費

設置管理許可支出合計

差引

事務経費

事務経費（本部分）

事務経費（当該施設分）

その他経費（当該公園分）

支出合計

空調衛生設備保守

消防設備保守

電気設備保守

害虫駆除清掃保守

その他保全費・園地管理費

手数料

地域協力費

自主事業費

管理費総合計

光熱水費合計

光熱水費（電気）

光熱水費（ガス）

光熱水費（水道）

光熱水費（下水道）

リース料

事務費

旅費

消耗品費

会議賄い費

印刷製本費

使用料及び賃借料

（横浜市への支払い分）

（その他）

備品購入費

図書購入費

施設責任賠償保険

職員等研修費

振込手数料

説明
支出の部

人件費

給与・賃金

社会保険料

通勤手当

健康診断費

勤労者福祉共済掛金

退職給付引当金繰入額

決算額(D)

自主事業収入

雑入

その他雑入

収入合計

科目

横浜市による運営支援（休館期間等）

利用料金収入

科目
決算額(D) 説明

収入の部

指定管理料
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（事業報告書様式10）

管理目標 目指す管理指数・数値

・新規雇用者向け
の研修及び月1回
の定例会時に研
修を行い、年間で
計12回の研修を
行った。

・本部職員が横浜
市による森林管理
の研修などに参加
し、管理手法を学
んだ。

・利用者から寄せ
られる苦情や要
望、相談などにつ
いて、他公園の事
例を踏まえなが
ら、対応内容の検
討・均一化を図る
とともに、利用者の
ﾆｰｽﾞを管理運営
に反映させる。

・公園管理事務所
と公園管理本部で
役割を分担し、円
滑な管理運営を
行う。

・地震等の災害時
に速やかに対応が
できる体制を構築
する。

・定期的な研修な
どを通じて職員のﾚ
ﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ（ﾏﾙﾁｽ
ﾀｯﾌ化）を図る。

・他団体による公
園管理運営の事
例についての視察
や研修を行い、よ
り良い管理運営を
目指す。

・新規雇用時に行う
新規職員研修の他、
月に1回行う定例会
時に接遇や施設点検
等の研修を行う。

・横浜市などが行う研
修会や講習会に公園
管理本部の職員が参
加し、他団体の取り組
みや事例について情
報収集を行う。

・月に1度、管理事
務所・管理本部双
方で会議を実施
し、情報共有を
行った。

・災害時の断水・
停電対応方法に
ついての資料を作
成した。

・それぞれの利害関
係者に応じた取り組み
を1つ以上行う。

・公園の特徴をさらに
引き出す為に、公園
管理運営の指針とし
て、公園の特徴を踏
まえて設定したﾃｰﾏに
沿った事業を実施す
る。

・公園に寄せられた苦
情や要望、相談を随
時公園管理本部に報
告し、月に1回本部職
員を招集して行う会
議にて、他公園での
事例の収集や、対応
方法の検討・共有を
行う。

・ｱﾝｹｰﾄや要望を反
映した取り組みを1つ
以上行い、利用者満
足度の向上を行う。

・公園管理事務所と
公園管理本部でそれ
ぞれ月に1回行う会議
において情報の共有
や事例の紹介を行
い、当ｸﾞﾙｰﾌﾟが管理
する公園内で均一な
対応を行う。

・災害時に迅速な対
応ができるように、災
害時の対応方法につ
いてまとめた資料を作
り、職員へ研修を行
う。

・随時研修資料の
更新を行い、最新
の情報で研修する
ほか、座学的な研
修を数多く行って
いるため、現地で
の研修や訓練を
充実させていきた
い。

・月1回のﾍﾟｰｽ
で研修を行うと
ともに、本部職
員が外部の研
修に参加する
などして概ね目
標を達成した。

人材育成・研修実
施効果等

施設：都田公園

目標との差異

・各利害関係
者に対する複
数の取組を
行ったほか、ﾃｰ
ﾏ関係の取組
を次年度に行
うための調整を
進めるなどし、
目標を概ね達
成した。

・月に1度他公
園の情報共有
の会議を行っ
たほか、ｱﾝｹｰﾄ
をｲﾍﾞﾝﾄや運営
に反映させるこ
とで目標を達
成した。

業務運営1
（達成目標、運営
業務の実施方針）

・ﾃｰﾏに沿って調
整した内容の中か
ら、実行可能なも
のを次年度に実施
する。

業務運営3
（人員配置、緊急
時対応計画、防犯
防災、災害対応）

・公園の利害関係
者に対してﾊﾞﾗﾝｽ
を取りながら、公園
が持っている「個
性（魅力）」を引き
出し、より親しみや
すく、興味を引くよ
うな公園にする。

・会議の実施に
よる情報共有
及び研修資料
の作成を行い、
概ね目標を達
成した。資料を
用いた研修は
次年度に実施
予定。

・作成した災害対
応に関する資料を
用いて研修を行う
ほか、断水・停電
時以外のﾄﾗﾌﾞﾙに
関する資料も平行
して作成していき
たい。

・利害関係者に関
する取組を1つ以
上行い、その内部
評価ｼｽﾃﾑとして
行っている「Y
Park Star」では5
の評価を受けた。

・設定した借資源
について、市民の
森などの近隣資源
の活用に関して横
浜市と調整を行っ
た。
・月に1度の会議
にて、各公園の事
例などを共有し
た。

・要望を反映した
取組として、人気
の園芸関係のｲﾍﾞ
ﾝﾄを継続して行っ
た。

・定期的に運動広
場の無料開放を
行い、有料施設利
用者以外の利用
者誘致に努めた。

運営目標・実績報告

目標設定の視点 実績
今後の取組
（改善計画）

業務運営2
（利用者ｻｰﾋﾞｽの
向上、利用者
満足度や利用者
数の増、利用
しやすさ向上）

・無料開放や庭球
場の早朝利用など
を利用しやすい時
期・時間帯に行
い、利用者数の増
加や満足度向上
に努める。

10



（事業報告書様式10）

今後の取組
（改善計画）

目標設定の視点 管理目標 目指す管理指数・数値 実績 目標との差異

・省ｴﾈﾙｷﾞｰ目的の自
主事業を行う。

・月に1度空調機の温
度設定の確認・見直
しを行う。

・施設の異常や劣
化の見分け方につ
いての研修を10
月、1月に行った。

・今後の対応に市
との調整が必要な
2件の施設の不具
合について、横浜
市に報告と今後の
対応の調整を行
い、内1つは協議
を経て横浜市によ
る修繕が行われ
た。

・園内の施設の異
常を日常的な点
検を通じて早期に
発見し、安全性を
確保する。

・発見した異常に
関しては、軽微な
段階での補修を行
い、修繕費用の削
減と施設の長寿命
化に努める。

・施設の異常や劣化
を日常点検の段階で
いち早く見つけられる
ように、公園職員に
「横浜市公園施設点
検ﾏﾆｭｱﾙ」を元にし
た研修を年1回行う。

・不具合の早期発見
をすることにより、小規
模な修繕で対応を行
い、横浜市に修繕をし
てもらうような大規模
な案件を少なくする。

・緑のｶｰﾃﾝなどに
よる省ｴﾈﾙｷﾞｰ関
係の取組を実施し
た。

・空調機の温度設
定の確認を確認し
たほか、ﾌｨﾙﾀｰの
清掃を行った。

経費削減策

・電気等のｴﾈﾙ
ｷﾞｰ消費量やｺﾞﾐの
廃棄量を削減する
取組を行う。

・今年度剪定でき
なかった樹木に関
しては、引き続き
次年度に剪定を
実施したい。

・緑のｶｰﾃﾝなどの
省ｴﾈﾙｷﾞｰ関係の
取組を継続する。

・全体的に施設や
備品の老朽化が
見られるため、緊
急性の高いものか
ら順に優先的に修
繕を進めていきた
い。

・現段階で大
規模な修繕が
必要なものが
あったため横
浜市との協議
を行い、修繕を
行うことで園内
の安全性を確
保し、概ね目
標を達成した。

・園内の大型
化した樹木全
てではないもの
の、一部の剪
定などを行うこ
とができ、概ね
目標を達成し
た。

・経年劣化が
顕著であったﾄ
ﾗｸﾀｰの交換を
実施したほか、
修繕や作業を
公園職員で行
うことで支出を
削減し、目標を
達成した。

省ｴﾈﾙｷﾞｰ関
係の取組を行
い、概ね目標
を達成した。

・大型化したｸｽﾉｷ
2本の越境枝・枯
れ枝を中心とした
剪定を行った。

・12月に本部職員
による点検を実施
し、施設の不具合
に関する対応の指
摘など受け、随時
改善した。

・ﾄﾗｸﾀｰの経年劣
化が進み部品の
供給も中止となっ
ていたため、横浜
市に備品の入替を
提案し、実施した。

・高木剪定や小規
模な修繕を中心に
公園職員で作業
を行った。

・他公園などで報告さ
れるような台風による
倒木被害等を考慮
し、10m以上に大型
化した樹木の剪定を
行う。

・年１回本部職員によ
る状況確認を行い、
必要に応じて安全対
策の改善を図る。

・備品の中で購入時
期が古く、修繕回数
や費用が多いものは、
破棄や新品との入替
を提案、実施する。

・修繕や維持管理作
業は基本的に公園職
員で対応し、費用の
削減を行う。

維持管理1
（施設の保守管
理、補修計画）

維持管理2
（清掃、園地維持
管理、災害対応）

・近年の台風被害
に備えた高木の維
持管理を行う。

・公園内の植栽、
施設の維持管理
作業において、事
故防止策を講じ、
利用者及び作業
者の安全を守る。

・収入の一部を利
用者還元ができる
ように、収入を増
やすとともに、支出
の削減に努める。収支

（修繕等、収入、
支出）

・高木剪定につい
ては引き続き公園
職員で行い支出を
削減するほか、庭
球場早朝利用を
利用しやすい時期
に実施して収入増
加に努める。
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（事業報告書様式１1）

※

9 ﾌｨｯﾄﾈｽﾖｶﾞ教室 1 -7,500
講師による専門的な指
導のもと、近隣住民の健
康増進に貢献した。

17 交通誘導員の配置 ー 0
ｽﾑｰｽﾞな車両の出入りに
努めたことで、路上駐車
等の削減に貢献した。

10月

随時
入庫待ちなどにより近隣に迷惑
がかからないよう、利用者が多
い日に誘導員を配置した。

2月

12月

ﾊﾞｽｹｯﾄを使った季節の寄せ植
え教室を行った。

15 野鳥観察会 1 0
周辺の生物相も「借り」な
がら、自然関係のﾆｰｽﾞに
対して貢献した。

16
ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞﾏｯﾌﾟ・よいとこ
ﾏｯﾌﾟの作成

ー

収支状況は開催（実施）の実費収支のみで、準備や打ち合わせ時の準備費及び労務費は含まれていません。

19 こどもの家110番

20
ｵﾘｼﾞﾅﾙｷｬﾗｸﾀｰの
活用

12 はまっ子ﾕｰｷの販売 ー 0
ｱﾝｹｰﾄでよく回答がある
園芸関係のﾆｰｽﾞへの満
足度向上に貢献した。

10月～
自宅などでの緑化ﾆｰｽﾞへの対
応として、窓口ではまっ子ﾕｰｷ
の販売を実施した。

他27件

ー 0
緊急時に備え、地域の防
犯活動に貢献した。

通年

ー 0
掲示物やﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにｷｬ
ﾗｸﾀｰを掲載し、ｼﾝﾎﾞﾙと
して活用した。

近隣小学校からこども110番の
家に指定。

通年
広報ﾂｰﾙに公式ｷｬﾗｸﾀｰ「きり
かぶ君」を活用し、親しみやす
いｼﾝﾎﾞﾙとなるよう展開した。

通年

0
公園を中心に、周辺施
設の利便性向上に貢献
した。

3月

3月～

公園を中心に散策しながら、身
近で見れる野鳥の紹介を行っ
た。
周辺のｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞに適したｺｰｽと
その距離、風景がいい見どころ
を1つのﾏｯﾌﾟに掲載・掲示した。

自主事業実施報告

18 ﾚｽﾄﾊｳｽ飾りつけ ー -2,000
ﾚｽﾄﾊｳｽの景観性向上
に貢献した。

園内の木陰で本を貸し出し、親
子で読書を楽しめるｽﾍﾟｰｽを提
供する。

景観性向上のため、ﾚｽﾄﾊｳｽに
季節の飾りを設置した。

10月

4 ｸﾞﾘｰﾝｶｰﾃﾝ

8 10月

1

ｸﾗﾌﾄ教室の代替行事と
して、園芸ﾆｰｽﾞへの満足
度向上に貢献した。

-6,829
景観性の向上と建物へ
の蓄熱低減に貢献した。

1

11
走らせよう！つづきﾌﾞｯｸ
ｶﾌｪ　木かげでﾌﾞｯｸｶﾌｪ

1 0
公園ﾃｰﾏに沿った取組で
あり、有料施設利用者以
外の誘致に貢献した。

13
新年を迎える寄せ植え教
室

1 -6,792
継続開催の希望がある
など、人気の取組となっ
た。

10 朝ﾃﾆｽ 4 1,100
利用者の利便性の向上
に貢献したが、次年度は
開催時期を調整したい。

6 運動広場の一般開放

ﾌｧﾐﾘｰﾖｶﾞ教室

通年

5月

10月

5月～
9月

6月～
7月

3

ｽﾎﾟｰﾂ振興を目的として、児童
向けのｻｯｶｰ教室を行う。

鯉のぼりを掲揚し、季節感を演
出する。

公園や周辺の市民の森で野生
の草花の観察をする。

窓にｸﾞﾘｰﾝｶｰﾃﾝを設置し、建物
への蓄熱などを抑える

利用者に記入してもらった短冊
を竹へ飾りつけて展示した。

9月～
運動広場を無料で開放し、地
域の子供たちの遊び場として提
供した。

-10,000
施設不良のため中止と
なったが、応募もあった
ため次年度も検討した

7 自然観察会 1 0

-9,300

-4,342
児童が来園する機会とな
り、満足度向上に貢献し
た。

14 ﾊﾞｽｹｯﾄ寄せ植え教室 1

5 七夕飾り 1

ｱﾝｹｰﾄに開催継続要望
があるなど、人気のｲﾍﾞﾝ
ﾄとなった。

親子や夫婦などのﾍﾟｱで行うﾖ
ｶﾞ教室を実施。

6 0
新たな利用者層の誘致
や、児童や親子連れの
満足度向上に貢献した。

10月

草花に興味を持ってもらうため、
寄せ植え教室を行った。

利便性の向上を目的に庭球場
に早朝利用枠を設け、利用者
の募集を行った。

大人の個人向けﾖｶﾞ教室を開
催した。

1

施設：都田公園
事業名 実施結果考察

稼動率の安定化と地域
住民のｽﾎﾟｰﾂ振興に貢
献した。

回数 収支状況

603,900

稼動率の安定化と児童
へのｽﾎﾟｰﾂ振興に貢献し
た。

1 ﾃﾆｽ教室 76

2 ｻｯｶｰ教室 36 83,200

鯉のぼりの掲揚 0
園内の季節感の演出とし
て、景観性の向上に貢献
した。

実施時期目的・内容

ｽﾎﾟｰﾂ振興を目的として、児童
向けのﾃﾆｽ教室を行う。

通年
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（事業報告書様式12）

性別・年齢層

住所 公園やｲﾍﾞﾝﾄを知った方法

公園の利用頻度

来園手段

来園目的

使用した場所

満足度について
施設の清潔さについて 施設の利便性について

安全性について  公園内外の案内について

植栽の管理状態について ｲﾍﾞﾝﾄ、催しについて

売店、飲食ｻｰﾋﾞｽについて 職員の応対について

総合満足度について 再来園の希望

※ 一部項目では複数回答があったため、合計値が回答数を上回る項目があります。

ｲﾍﾞﾝﾄ・意見箱以外（聞き取りなど） 58 ー

ｲﾍﾞﾝﾄ 29 ー

施設：都田公園
回答方法 回答数 備考

10代 20代 30代 40代 50代 60代
男性 女性

50代 60代 70代 80代
13 6 1

70代 80代 10代 20代 30代 40代
3 2 0 4 13 140 2 1 2 2 7 10

83 4 記入なし 19 14 4 20 13
区の広報 知人から その他市内 市外 市外の例 公園ﾎﾟｽﾀｰ ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

0 32 24 7 7 17
初めて毎日 週1～2回 月1～2回 年1～2回 数年に1回

電車 その他
44 23 8 7 0 4 3
徒歩 自転車 ﾊﾞｲｸ 自家用車 ﾊﾞｽ

その他
12 3 5 3 1 48 5
散歩 休息 自然観察 子供と遊ぶ ｲﾍﾞﾝﾄ 運動・ｽﾎﾟｰﾂ

ﾃﾆｽｺｰﾄ 運動広場 ﾚｽﾄﾊｳｽ 多目的運動広場 その他
45 14 28 0 4

不満 わからない
44 32 1 9 36 38 2 11
満足 普通 不満 わからない 満足 普通

不満 わからない
54 28 0 5 41 41 0 3
満足 普通 不満 わからない 満足 普通

不満 わからない
51 27 2 3 26 29 0 26
満足 普通 不満 わからない 満足 普通

25 0 2
満足 普通 不満 わからない 満足 普通 不満 わからない
21 41 0 13 59

わからない
49 32 0 4 74 0 0
満足 普通 不満 わからない また来たい もう来ない

13



（事業報告書様式13）

施設や遊具の日常的に行う目視などによる点検
について、実際の施設を交えて現地での研修。

施設の日常点検について（現地研修）R3.1.1810

11 R3.2.15 地震発生時の対応について
地震発生時の自動参集や被害に対する一時対
応などに関する研修。
維持管理業務や利用者対応等、公園管理業務
全般の内容や注意事項に関する研修。

公園管理業務についてR3.3.1512

研修実施報告

8 R2.11.16 樹木管理について
冬季の剪定に備え、樹木の管理方法に関する
研修。

6 R2.9.21 緊急時の対応について（事故・気象災害）
事故や気象災害時の緊急対応の仕方について
の研修。

7 R2.10.19 施設の日常点検について

9 R2.12.21 巡視ﾙｰﾄとﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの点検について

施設や遊具に関して、日常的に行う目視などに
よる点検項目についての研修。

2

R2.6.15 刈払機の取り扱いについて
刈払機と刈込機の使用や保管の際に注意する
べき事項についての研修。

3

R2.7.20 熱中症予防と対策について（追加研修）
夏の作業時においての体調管理の方法、熱中
症になった時の対応方法について追加の研修。

巡視時の注意点やﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟについての研
修。

4

5 R2.8.17 人権啓発研修
公園で起こりうる人権侵害の事例や要望などが
あった際の合理的配慮などの対応について、共
有と意見交換を実施。

施設：都田公園

個人情報保護法の改正に伴う変更事項の説明
や取り扱いの注意点。数日に分けて実施。

R2.5.18 熱中症対策について
夏の作業時においての体調管理の方法、熱中
症になった時の対応方法。

個人情報の取り扱いに関する研修
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